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関⼼の遍歴 - ベルクソン哲学を出発点として
ベルクソン『物質と記憶』にける「映画」的瞬間（卒論）

● 映画への憧れ＋ドゥルーズ『シネマ』（1983、1985）←『物質と記憶』

● 『物質と記憶』における「現実」認識の説明を整理
● 後代のフランス映画におけるリアリズムへのベルクソン哲学の受容を検討するべく、

⽣活と⽣命 - 及川平治における測定の問題 - （修論）

● 「⼤正新教育にベルクソンが影響を与えた」という⾔説

● 和光⼤学及川⽂庫所蔵の及川直筆メモなどを検討+ベルクソン哲学の数理哲学的側⾯の検証

● 及川が提唱した「動的教育法」の数学的背景をベルクソンに⾒てとる

近代⽇本教育学の制度化過程における⼼理学（者）ー哲学（者）、研究ー実践という⼆項の相剋・葛藤・相互浸透を描き出す（博論）

● ベルクソン『意識に直接与えられたものについての試論』『思考と動き』における精神物理学批判・（⾃然）科学批判に想を得る
●「⾏為から陶冶へーー吉⽥熊次の学問構想に関する⼀考察」（⽇隈 2021）

● 東京帝⼤最初の教育学講座⽇本⼈専任教員・吉⽥熊次＝ベルクソン初期紹介者＋「⾮『哲学即教育学』論」

● 現代教育学の多様な実践的展開の背景を探る＋指針を得る
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Henri Bergson (1859 ‒ 1941）



関⼼の遍歴 - 副専攻・共同研究
総合⽂化研究科科学技術インタープリター養成プログラム（⼤学院の正規の副専攻）（2018年9⽉ - 現在）
●教科教育・サイエンスコミュニケーションと⾃⼰啓発
●『ハーバード⽩熱教室』（2010）を端緒とする哲学ブームの「⾃⼰啓発」性について論⽂執筆中（2023年3⽉提出予定）

博⼠課程リーディングプログラム「超⾼齢社会を共創するグローバル・リーダー養成プログラム（GLAFS）」（2019年4⽉ ‒現在）
●柏市の⾼齢者向けコミュニティスペースの活動（+⽀援）に係る実践研究
●コロナ禍における活動継続のための課題の検討

東京⼤学東アジア藝⽂書院（北京⼤学との共同研究拠点）RA（2020年12⽉ - 2022年3⽉）
●旧制第⼀⾼等学校に設置されていた中国⼈留学⽣のための課程（特設⾼等科）についての調査・映像化（映画『籠城』）
●留学⽣課⻑・藤⽊邦彦（後、東⼤教養学部教授）の遺した⽂書のアーカイブ化、調査・展⽰＠駒場博物館
→東⼤⽂書館でバイト（2022年2⽉ - 現在）
→アーカイブズ学の論⽂執筆中（2022年11⽉提出）、アートドキュメンテーション学会秋季研究会（同9⽉）
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関⼼の遍歴 ‒ 実践を反省してみる
サッカーのコーチ（2013年4⽉ - 2019年3⽉）

●新宿区を拠点とするサッカークラブで幼稚園児から中学⽣まで

●スポーツ・⾝体教育、幼児教育

→「『⼼を縱に考へる』ーー初期倉橋惣三の⾃然主義と保育学構想」（発達保育実践政策学センターWP、2021）

● 2018年3⽉、⽇本サッカー協会公認指導者（C級コーチ）・⽇本スポーツ協会公認スポーツ指導者（コーチ1）

新宿の飲み屋で店番（2017年2⽉ - 現在）、渋⾕の飲み屋で店番（2019年4⽉ - 現在）

● 2016年度飯⽥市社会教育調査実習に参加、スナックでの会話から「陰・裏・夜の社会教育」という裏テーマで報告書執筆（2017）

●武岡暢『⽣き延びる都市：新宿歌舞伎町の社会学』（新曜社、2017）、⾕⼝功⼀編著『⽇本の夜の公共圏：スナック研究序説』（⽩⽔社、2017）

●新宿ゴールデン街で⾏われていた⼦ども⾷堂を追ったドキュメンタリーを制作（2018年）

●東京のオーセンティックバーでフィールド調査をしている関駿平さんなどの研究を参照しながら飲み屋に通う／経営することによる⼈間形成を論じてみたい

多様な教育の実践（への関⼼）

●東京都⽴本所⾼校「総合的な探究の時間」TA（2021年4⽉ ‒ 現在）・⾃由の森学園学校インターン（2022年7⽉ ‒ 現在）

●国⽴新美術館教育普及室インターン（2022年4⽉ ‒ 現在）

●法務省⼈間科学系インターン（新潟少年学院、2022年9⽉）
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日隈脩一郎
　　　公衆送信に差し障る内容を含むため、掲載を控えます。
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データ収集・加⼯

アウトプット
（研究成果）

教育



●背景として歴史学批判の簡易な紹
介
●歴史教育の昨今の動向を⾮排除性
への志向として説明
●特に映像メディア実践に着⽬し、
その書記⾔語に依存した排除性を指摘
●その排除性が社会的なものである
ことを摘⽰
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発表の構成



⽬的
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歴史教育の限界と可能性を探る

⽬的１：歴史教育の排除性について概観する
● 歴史教育を「資源」と捉え、そのアクセシビリティを問う
● 基本的には学校教育における実践に限定したレビュー
● 動的／静的映像メディアを利⽤した実践の性格を「書記⾔語」の

観点から検討

⽬的２：ありうべき歴史教育を構想するための議論の場を整備
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⽬的

⽇隈脩⼀郎「記録／映像の歴史実践ーーアーカイブズのアウトリーチ論としての」（⽇本学研究会第8回研究会、特別企画 映画『籠城』上映会東北⼤学、2022年7⽉30⽇）
⽇隈脩⼀郎「歴史教育再考――⽇常的な映像実践を歴史化するために」（京都⼤学映画メディア合同研究室第２回シンポジウム「映像と記憶／記録」、2022年10⽉2⽇）に依拠



背景
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歴史学批判とその論点
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背景

⽇常性への着⽬
●社会史という⽅法∽政治事件史への異議申し⽴て
●語り（⼿）の独占、隠蔽と抑圧を暴露

⼦ども、⼥性・性的マイノリティ、エスニシティ etc. という主体

グローバル・ヒストリーという視界
●vs. ローカル・ヒストリー
●vs. ナショナル・ヒストリー
●コミュニケーションとしての歴史



⽇常性への着⽬
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社会史という⽅法
●アナール学派による
●政治的な⼤事件を中⼼に歴史を構成する⽅法への批判
●挿話に⾒られる時代の刻印への注意（e.g. ⽇記）

語り（⼿）の独占・隠蔽と抑圧を暴露
●王権と密着してきた歴史叙述の権利主体（e.g. 国史編纂事業）

●オーラル・ヒストリー

歴
史
学
批
判
と
そ
の
論
点



グローバル・ヒストリーという視界
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⻄洋中⼼主義・進歩主義批判
●⻄洋列強を主体とする歴史叙述の相対化（e.g. 世界システム論）
●世界史における「諸地域世界」

ナショナル・ヒストリー批判
●国史・通史
●国⺠創出・教育としての歴史教育と結託

コミュニケーションとしての歴史へ
●政争の具（e.g. 歴史認識論争、「歴史戦」）
●対話的歩み寄りの⼿段（e.g. 共同歴史教科書編纂事業）
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歴史教育の布置
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⾮排除的な歴史実践へ
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歴史家の記述⾏為以外の多様な歴史的営み（後述）
●historical practice
●public history

実証主義史学・構成主義的歴史教育の学習主体への⾮実⽤性

世間で歴史離れが起きていないことは［…]あきらかであ
る。不⼈気なのはひとり歴史教育とりわけ⾼校での歴史
科⽬であり、それを⽀えている歴史学である…

（松原 2020: 94）

歴史教育の布置



歴史家の記述⾏為以外の多様な歴史的営み
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historical practice
「歴史学者の研究書や学校の歴史授業とは無縁の場で、我々が⽇常的に歴史とかかわる営み
をしているというのは、それはそれで単純な事実である。そして、このような歴史との⽇常
的なかかわりのありようが、その時代、その地域において、過去が現在にもたらされる、そ
の様式を具体的に規定していることも単純な事実だろう。⽇常的実践において歴史とのかか
わりをもつ諸⾏為、それをここでは歴史実践（historical practice）と呼びたい」（保苅
2018: 54-55）

public history
「パブリック・ヒストリーとは、⼈びとの⽇常的歴史実践を理解するだけではなく、その歴
史実践過程に歴史学者が積極的に関わることを志向するラディカルな動きである…禁欲的な
歴史学者をあえて刺激するような⾔葉で表現し直すならば、パブリック・ヒストリーの研究
や実践では、『普通の⼈びとの歴史認識に歴史学者が意識的に介⼊する〔原⽂傍点〕』ので
ある」（菅 2019: ８）
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実証主義史学・構成主義的歴史教育の学習主体への⾮実⽤性
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既存の歴史教育の問題点を指摘
・実証主義史学に基づいた「史実」の教え込み
・学習主体に対する「真理」の⾮訴求性（⽣活実感との結びつきのなさ）

構成主義的歴史教育批判と実⽤主義の提案
・構成主義：歴史家が⾏うような諸資料の体系的整理と推論の追体験を⽬指す

しかし、史料読解等の基礎的な技術等なしには権威の複数性を隠蔽せざるを得ない
・実⽤主義：
１ 由来への興味を誘う
２ 教訓を得ることを厭わない
３ コミュニケーションの⼿段としての活⽤
４ 「if」の導⼊
５ 政治的背景の理解を⽬的化する

⾮
排
除
的
な
歴
史
実
践
へ

松原（2020）の整理を参照

渡部（2019）



結論がきまっていて論理をこじつけるだけのホロコースト否定論は
「歴史学」ではなく、「別のジャンルの⾔説」にすぎないという議
論もありますが、私⾃⾝は、歴史修正主義もひとつの歴史実践であ
ることは認めたうえで、それがもつ様々な問題点を事実⽴脚性・論
理整合性・「いのち」との対話性において分析し、そして⾃分の分
析を聞き⼿に開く形で伝えていったほうがよいと考えます。〔…〕
歴史教育においては、知識を教えて啓蒙するといういとなみのすべ
てを否定しないにしても、しかし最終的には教師の歴史実践と⽣徒
の歴史実践が、対等な主体どうしとして⼆重〔過去に⽣きた⼈びと
と、実践の相⼿との：引⽤者〕の対話に開かれるということを⽬標
にすることが、より⼀層⼤切になってくるはずです。
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（⼩川ら 2018: 18）
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⼩括
歴史教育は、通史・⼀国史という形式に
よって、また、実証史学との結託によって、
現実の⽣活感覚に根ざして⽣きる⼦どもた
ちの学習意欲を阻害してきた（いわば「個
⼈的なこと The personal」を無視し続けて
きた）。⼦どもたちが多様な歴史との接点
を持ってつねにすでに歴史実践に⾝を投じ
ているという事実を直視し、実⽤主義的な
観点から歴史教育を再構想すべきだという
主張がなされ始めている。



映像メディア実践への着⽬
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挿話的な「イメージ氾濫」の時代に
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歴史との多様な接点・メディアが現にある
● アニメ、ゲーム、マンガ、テレビ番組、旅⾏、映画 etc.
● YouTubeによる「学校（教科書）が教えてくれない真の歴史」
● 国⽴国会図書館DCで閲覧可能な「GHQが焚書した」本（とその性格）
● TikTokの⼀⼤コンテンツとしての昭和天皇

映像メディア実践の導⼊と課題の洗い出しが必要
● 以下、事例をいくつか検討する

歴史映像メディア実践への着⽬



YouTubeで世界史を学ぶ ⽯⽥ 2018 

教師⾃⾝が制作した映像を⽣徒に視聴させる（⾼校世界史）
● 帝国の成⽴要因や統治の⼿段につき、貨幣を中⼼として法や⾔語の果たした役割を説明する動画
● 反転授業（事前に課題を与えてから、その後の授業時間ではそれを踏まえた議論等の学習活動に
注⼒する授業形態）
● 教師による「SNSに動画をアップする」ことを⽣かした授業はいまだ「珍しい」（⽯⽥ 2018: 
46）

映像の訴求⼒を活⽤
●「動画による反転教材を使ったのは、私がインパクトのある映像・⾳響効果を駆使する
ことに興味があったという理由だが、結果として⽣徒の印象に残ったことはその後の授業
の中でも感じることができた」（⽯⽥ 2018: 51）との評価
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事例



戦争証⾔を聴く 中條 2015; 岩⽥ 2018 

戦争体験の記憶継承（中学校社会）
● NHK「戦争証⾔アーカイブス」の活⽤
●戦争を直接経験した者の語りを補うアーカイブス：「戦争証⾔者と中学⽣の中継
役、つまりリレーセンターの役割」（中條 2015: 9）

●聴覚イメージ（×視覚イメージ）の物質性
∽広島平和記念資料館の展⽰リニューアルの評価：被曝の痕跡が原爆の直接・物質
的証拠を介して記憶の真正性を担保する（張 2022）

学校現場における教材使⽤の限界
●「戦争はいけないことだと改めて思った」式の応答続出に「効果あり」と評価す
るにとどまる
●アーカイブス構築担当者が当初より「教育活⽤」を意図していた（宮本 2015）
ことに鑑みても、ただ⾒せて戦争への罪障感を改めて⾔語化させる以上のことが期
されるべきだろう
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事例

出典：『［証⾔記録 兵⼠たちの戦争］⻄部
ニューギニア ⾒捨てられた戦場 〜千葉県・佐
倉歩兵第２２１連隊〜』チャプター２「２２１連
隊 ニューギニア・マクノワリに上陸」
https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives
/bangumi/movie.cgi?das_id=D0001210008_0000
0

https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/bangumi/movie.cgi?das_id=D0001210008_00000


フィクション作品で歴史への導⼊を⾏う

第⼀次世界⼤戦を素材とした⾳楽・映画の連関を⾒る（家⻑ 2014）
●フランス映画『⼤いなる幻影』（1937年）
●作中でフランス⼈捕虜が歌う『遥かなティペラリー』（1912年、アイルランドの望郷の歌、英軍のアイルランド連隊が歌い
有名に）が、第⼆次世界⼤戦を描いた『U・ボート』（1981年）でもドイツ⼈戦艦乗組員によって「敵国の歌」として合唱され
たことの経緯を紹介

事実に基づくフィクションの起源に⽴ちかえる （⼩薗 2014）
●『帰ってきたウルトラマン』第33話「怪獣使いと少年」（1971年）の脚本の構想意図にあったという、関東⼤震災下における
朝鮮⼈虐殺問題に⾔及するという仕⽅での歴史教育の提案

実事例への安易な導⼊を超えた役割を持つ潜在的可能性
● フィクション作品の情動喚起機能
● 実事例と作品との往還により作品受容の可能性も拡がる
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事例



「⾒る」ことの活⽤
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歴史映像メディア実践への着⽬

歴史教育における映像メディア実践の事例
● 教師による教材の映像化
● 映像アーカイブの視聴
●フィクション作品の鑑賞

映像メディア実践の特質
●実体・モノの⽣々しさによる衝迫と問いの発出を促す
●内容（コンテンツ）伝達の訴求⼒・効率化



「⾒る」ことの課題
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教材としての排除性
● 字幕や⾳声ガイドなし

批判可能性の確保
● 映像が内容伝達を志向
● フェイク映像など昨今の映像メディア環境の特質に触れられない
●映像メディアそのものへのリテラシーがなければ内容を知るにとどまる
= 映像の修辞法・談話的構造への⾮着⽬
●いきおい「聞き取り」「書き取り」に作業が集約される

⼦どもは単なる視聴者ではない
● すでに映像の作り⼿でもある⼦どもたちの実践を反映できていない

歴史映像メディア実践への着⽬



映像表現に物語構造を⾒出す（⼩学校国語） 松岡・粟野 2018 

●コミュニケーションのモードが同時に多重的に進⾏することを捉えた実践

●ディズニー映画『ズートピア』の予告編を⾒る

●本編がどのような話になりそうか予想させる

●本編を分割視聴、都度展開を予測させる

修辞技法そのものへの着⽬と発達段階の問題

●単に「おもしろかった」「ここが悲しかった」といった感想を超えて、接
続詞の機能を指摘した意⾒が⾒られるようになるのは⾼学年以降（⼩５〜）

●授業案の⼤学⽣向けの模擬実践で、ようやく映画視聴経験をドキュメンタ
リー映像の脚本執筆に⽣かす機会（松岡・粟野 2020）
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事例 内容（伝達）の構造を分析する事例



書記⾔語の観点から
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映像メディア実践の前提

⾔語教育としての性格
● 映像表現を分析的に視聴するための⽅法が⾔語運⽤技術、特に書
記⾔語読解技術に依拠している
● ⾔語（教育）の観点から歴史教育（＋映像メディア実践）を批判
する⽅途がありうる

28

書記⾔語の観点から

活字であれ映像であれ学習者にとっては差異なく、読み⼿(⾒る者)である⾃分が、テクストの表現のし
かけに対して⾃覚的になっているといえる。いずれも、順序性を重視した既習の物語の構成や特徴が
⾊濃く反映されている。

（粟野 2018: 180）



排除性の本質

書記⾔語の問題性とその不可視化
●いささかセンセーショナルに報道されている「読解⼒の
低下」なる事態は書記⾔語読解（と記述）に係る問題
●ディスレクシア等の問題
●（階層）再⽣産×⾔語階層論 （⾦⽔ 2011: 96-97）

〈⼦供の⾔語〉-〈地域の⾔語〉-〈広域⾔語〉-〈グローバルな⾔語〉

：書記⾔語を中核、「⾼度に知的な営為を担う⾔語」
：現代では標準語の⾔⽂⼀致体
：「〈広域⾔語〉を⼿に⼊れるためには通常は⾼等教育が必
要であり、多⼤なコストがかかる」

29

書記⾔語の観点から



…すなわち、⽇本語には「⼝語」と「⽂語」の⼆つの⽂法が存在する
と思われているが、実際には、「⼝語」とは「話しことば」の体系と
は本質的に異った何ものかであり、最終的には「読みかた」と「書き
かた」の問題なのであって、だからいわゆる「⽂語」も「⼝語」も書
かれた字に従属するという共通の性格をそなえているのではないかと
予想させるものが、この〔我が⼦がフランス語で暗誦する：引⽤者〕
詩篇の分析を通じて明らかにされてくる。⽇本語における「話し⾔
葉」とは、おそらく「⽂語」とも「⼝語」とも違う第三の体系をかた
ちづくっていながら、まだその構造は描写されることも分析されるこ
ともなく、したがっていかなる制度的な場で教育されることもない、
というのが現状ではないのか。

30

（蓮實 2009: 23-24）
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結論
歴史教育は、実証史学と結託した叙述・形
式により、現実の⽣活感覚に根ざして⽣き
る⼦どもたちの当事者意識・学習意欲を阻
害ないし軽視してきた。⼦どもたちが多様
な接点を持ってつねにすでに歴史実践に⾝
を投じているという事実を直視し、実⽤主
義的な観点に⽴った歴史教育を構想する必
要がある。映像メディアを取り⼊れた歴史
教育は、社会的背景を踏まえても重要な実
践だが、そこには書記⾔語の性質、した
がって社会構造に依拠した排除性がはたら
いている。



課題と展望
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⼦どもたちの映像メディア実践の調査
● ⽇常的な映像メディア実践の「修辞法」を把握することで、つねに書記
⾔語の「⽂法」に依拠せざるを得なくなることから解放される

「エリートと⾔語」問題に対する社会学的アプローチ
●〈広域⾔語〉〈グローバルな⾔語〉の担い⼿を再⽣産する構造を可視化
することで教育実践の現場のみに問題を集約させることから逃れ、社会的に
問題解決に寄与しうる
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